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１．事業の概要

平成１４年３月に地球温暖化対策推進本部で決定された「地球温暖化対

策推進大綱」においては、廃棄物分野に関連する施策として、廃棄物の発

生抑制、再使用、再生利用の推進による廃棄物焼却量の抑制を図りつつ、

燃やさざるを得ない廃棄物の排熱を有効に活用する廃棄物発電やバイオマ

スエネルギーの有効活用により化石燃料の使用量の抑制を推進するとされ

ている。

本事業は、廃棄物処理業を主たる業とする事業者等が行う高効率な廃棄

物エネルギー利用施設及び高効率なバイオマス利用施設等の整備事業（新

設、増設又は改造）であって、一定の要件を満たすものについて、これに

伴う投資の増加費用に対して補助を行うものである。

２．事業計画

（１）補助対象となる施設（一定以上の効率のもの）

現行は（ア）のみ補助対象。（イ）～（エ）について追加を要望。

（ア）廃棄物発電施設、バイオマス発電施設

（イ）廃棄物熱利用施設、バイオマス熱利用施設

（ウ）廃棄物コージェネレーション施設、バイオマスコージェネレーショ

ン施設

（エ）廃棄物燃料製造施設、バイオマス燃料製造施設

（２）補助額

施設の高効率化を図ることにより追加的に生じる施設整備費用（ただ

し、補助対象となる施設整備費の１／３を限度。）

３．施策の効果

○二酸化炭素の排出削減

○化石燃料の節減

○エネルギーの有効活用




